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日本における旧石器文化の研究は 4 0 年を箆邑したが，研究の中心は一貫して石器の編年研究にあった。













原では， 3. 7 万年以前のナウマンゾウ化石を検出した。地形環境および化石出土状態の分析から，乙の象
は沼沢地で横たわり，埋没する以前に人間または肉食獣などの行為によって破砕を受けた可能性が高いと
判断する。また群馬県上黒岩では，かつてオオツノシカなどの化石が出土したが，乙の地点の発掘調査に





『日本旧石器時代の研究』が， 1 9 5 4 年までに確認された約 100個所の資料について実施したが，以

























































かの 12 つの可能性のいずれにも該当するようにみえる産状を ありのままに化石の産状の全体の枠組み
の中に位置づけるために，その網羅的かっ組織的な研究の必要が痛感させられたJ と述べる。本論文第 3
章における日本列島 316 個所の化石産状集成は，それだけでも偉大な労作であるが，その作成意図が，
乙の組織的な研究の基盤づくりにある乙とはいうまでもない。
第 31乙，論者の研究目標は人間と動物との関係のみにあるのではない。すでに論者は，日本の旧石器時
代を体系的に把握する多くの研究を発表している。それらは，石器製作技術の発達に関する研究，石器と
剥片の分布状態の分析を基礎にした集落論，旧石器時代と新石器時代の区分論など多岐にわたる。副論文
はそれらの個別研究を基礎とするものであるが 乙れを通じて主論文におげる動物化石の産状研究が旧石
器時代を総合的に論ずる上の重要な構成要素である乙とが理解できる。また， ヨーロッパやアフリカにお
ける論者の研究実践を基礎に日本の旧石器時代研究を国際的視野にたって推進しようとする展望をも知る
乙とができる。
以上 3点に要説した本論文の成果は，日本の旧石器時代研究をより高い水準に引き上げるうえに貴重な
労作であるが，そうであれば乙そ，さらに今後の研究課題として望みたい論点も残される。その 1 は，本
論文で考察の対象から意識的に省かれた石灰岩洞窟産出の動物化石の研究である。水成層産化石と異なる
動物相を含む乙れらの資料との詳細な比較によって論者の主張はさらに説得力を増すであろう。その 2 は，
豊かな石器資料を提供する火山灰層の遺跡を含めた総合的分析である。酸性の強い土壌環境でも脂肪酸分
析などの自然科学的方法によって動物遺体が推定でき また断片的な化石骨でも炭素・窒素同位体比によ
る食性解析が可能になりつつあるからである。
しかし，このことは本論文が切り開いた高い到達点の価値をいささかも低めるものではない。本論文作
成後に発見された宮城県富沢遺跡では低湿性の環境下で旧石器時代の樹木・シカ類の糞とともに石器や炭
化材が発見され，人類の生活の諸相を豊かに解明する上で明るい展望が聞けつつある。本論文は，今後予
想される研究の新しい進展に導きの指針を与える偉大な成果である。本研究科委員会は，本論文が文学博
士の学位を授与するに十分に値すると判定するものである。
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